
2017年度　支部総会 全23支部で開催
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利
根
中
央
病
院
移
転
後
の
沼
田
市
街
地
の
方
々
の
受
診
の
利
便
性
向
上
な

ど
を
目
的
に
し
た
「
利
根
中
央
診
療
所
」
建
設
が
11
月
開
設
め
ざ
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
機
能
を
持
っ
た
高
齢
者
に
や
さ
し

い
診
療
所
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
を
支
え
る
在
宅
医
療
を
担
う
診
療

所
（
無
床
）
を
め
ざ
し
ま
す
。

医
療
需
要
と
必
要
病
床
数
を
推
計

し
、
都
道
府
県
が
策
定
す
る
も
の

だ
。
県
の
現
計
画
で
は
、
利
根
沼

田
地
域
は
約
１
８
０
床
が
過
剰
と

さ
れ
、
２
０
２
５
年
に
は
こ
の
地

域
の
１
～
２
病
院
相
当
の
ベ
ッ
ド

が
減
る
試
算
だ
▼
現
期
間
で
は
、

各
病
院
や
有
床
診
療
所
が
ど
の
よ

う
な
病
床
機
能
（
高
度
急
性
期
、

急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
等
）

で
、
ど
の
程
度
の
稼
働
状
況
か
の

報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
の
実
績
が
、
計
画
と
の
整

合
性
を
と
る
上
で
も
重
要
な
裏
付

け
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

今
後
も
い
っ
そ
う
の
在
宅
医
療
や

介
護
分
野
へ
の
推
進
が
図
ら
れ
る

▼
各
方
面
で
「
他
院
へ
移
る
よ

う
言
わ
れ
た
」「
退
院
を
促
さ
れ

た
」
等
の
声
を
聞
く
が
、
国
で
決

め
ら
れ
た
枠
組
に
則
り
な
が
ら
、

患
者
ニ
ー
ズ
に
ど
こ
ま
で
応
え
ら

れ
る
か
は
正
念
場
だ
▼
こ
の
５

月
、
地
域
医
師
会
（
開
業
医
等
）

と
当
院
医
師
が
顔
の
見
え
る
連
携

強
化
を
は
か
る
７
回
目
の
「
情
報

交
換
会
」
と
、
地
域
の
病
院
事
務

長
が
情
報
交
換
す
る
「
事
務
部
長

懇
話
会
」
の
２
企
画
が
開
催
さ
れ

た
。
両
企
画
と
も
「
住
民
が
こ
の

地
域
で
安
心
し
て
療
養
で
き
る
よ

う
協
力
し
合
お
う
」
と
い
う
発
言

が
多
く
、
非
常
に
心
強
く
感
じ
た

▼
今
年
度
、
当
生
協
は
「
つ
な
が

る
。
つ
な
げ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
い
る
。
生
協
の
主
人
公

「
組
合
員
」
は
、
ど
ん
な
こ
と
に

困
り
、
ど
ん
な
要
求
が
あ
る
の

か
。
そ
う
い
っ
た
想
い
を
し
っ
か

り
捉
え
、
解
決
で
き
る
事
業
運
営

と
外
部
連
携
を
図
っ
て
い
き
た

い
。   

（
病
院
副
事
務
長
・
原
澤
）

　
「
地
域
医
療
構
想
」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
人
口
推
計

な
ど
を
も
と
に
将
来
の

一人は万人のために 万人は一人のために

【フレイルについて】高齢になると生理的機能が少しずつ低下しますが、脳卒中などを発症する以外では健康な状態から突然介護を必要な状態に
　　なることはありません。フレイルという中間的な段階を経て、徐々に要介護状態になると言われています。

（１） 第573号2017年６月１日（毎月1回1日発行）

薄根支部

第9回グラウンド・ゴルフ大会 約500人がプレー

在
宅
医
療
を
支
え
る
診
療
所
へ

沼
田
東
・
沼
田
北
支
部

４
月
28
日
よ
り

全
戸
訪
問

工
事
始
ま
る
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旧
病
院
西
側
駐
車
場
に
新
築
移

転
す
る
「
利
根
中
央
診
療
所
」
の

設
計
会
社
は
、
利
根
歯
科
診
療
所

と
生
協
み
な
か
み
歯
科
を
担
当
し

た
「
あ
す
か
設
計（
前
橋
市
）」
で

す
。
施
工
業
者
は
、
６
社
（
利
根

沼
田
４
、
県
内
２
）
か
ら
の
見
積

も
り
合
わ
せ
の
結
果
、「
沼
田
土
建

株
式
会
社
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

４
月
27
日（
木
）、
建
設
現
地
に

て
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
法

人
を
代
表
し
て
鍬
入
れ
を
原
田
専

務
、
鎌
を
設
計
管
理
の
あ
す
か
設

町
大
島
区
長
・
西
原
新
町
塩
野
区

長
を
は
じ
め
、
支
部
役
員
や
職
員
、

建
設
関
係
者
な
ど
約
30
人
が
参
加

し
工
事
の
安
全
祈
願
を
し
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
開
催
の
総
代
会
の
前
に
、
23
の
全
支
部
で

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
の
振
り
返
り

と
２
０
１
７
年
度
の
活
動
方
針
の
確
認
、
総
代
会
議
案

の
事
前
説
明
を
う
け
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
で
出
さ
れ
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
病
院
に
関
す
る
意
見
が
多
く
、「
職
員
の
挨
拶
が

徹
底
さ
れ
て
き
た
」「
医
療
満
足
度
調
査
で
も
接
遇
の

評
価
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
待
ち
時
間
な
ど

改
善
が
必
要
な
部
分
は
あ
る
」「
断
ら
な
い
救
急
を
掲

げ
て
い
る
の
に
、
診
療
を
断
ら
れ
た
。
他
院
を
紹
介
さ

れ
た
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
か
か
り
や

す
い
病
院
づ
く
り
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
で
は
、「
と
ね
診
療
所
は
か
か
り
や
す
か

っ
た
。
待
ち
時
間
も
少
な
く
、
す
ぐ
に
受
診
で
き
た
」

の
声
や
、
病
院
と
と
ね
診
療
所
の
連
携
を
利
用
し
た
受

診
の
仕
方
、
介
護
施
設
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

利
根
中
央
診
療
所
新
築
移
転
先

の
周
辺
地
域
と
な
る
沼
田
東
支
部

（
東
・
西
原
新
町
、
材
木
町
、
上

原
町
）・
沼
田
北
支
部
（
高
橋
場

町
・
桜
町
・
柳
町
）
全
戸
訪
問
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

７
月
４
日
～
８
月
９
日
の
間
で

12
回
、
火
曜
日
は
14
時
～
、
水
・

金
曜
日
は
18
時
～
の
訪
問
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
に
は
、
生
協
理
事
・
中
央

ブ
ロ
ッ
ク
（
沼
田
市
街
地
地
区
）

役
員
・
班
長
さ
ん
ら
と
職
員
が
組

ん
で
伺
い
ま
す
。
新
築
移
転
と
在

計
、
鋤
入
れ
を

施
工
業
者
の
沼

田
土
建
が
行

い
、
建
設
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し

た
。
沼
田
市
の

小
林
健
康
福
祉

部
長
、
東
原
新

宅
医
療
な
ど
機
能
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の

「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
や
「
旧
病

院
跡
地
周
辺
に
ほ
し
い
施
設
・
場

所
」
な
ど
を
聞
き
取
り
、
地
域
の

困
っ
た
を
少
し
で
も
解
決
で
き
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
と ね 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市東原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健
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開
設
に
期
待

　

早
速
、
４
月
28
日
か
ら
11
月
開

設
に
向
け
て
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
地
元
住
民
か
ら
は
、「
ま

た
、
活
気
が
出
て
く
る
ね
」「
近

く
に
で
き
て
安
心
」「
利
根
中
央

診
療
所
の
名
称
は
、
利
根
中
央
病

院
の
前
身
と
し
て
東
倉
内
町
で
開

設
さ
れ
た
時
の
も
の
で
愛
着
が
あ

り
喜
ば
れ
て
い
る
」
な
ど
開
設
を

心
待
ち
に
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
成
績
】

●
団
体

優　

勝  

片
品
支
部

準
優
勝  

薄
根
支
部

三　

位  

沼
田
東
支
部

●
個
人 

男
子
の
部

優　

勝  

木
内　

重
雄（
薄
根
）

準
優
勝  

若
月　

秀
夫（
利
南
）

三　

位  

望
月　

郁
恵（
薄
根
）

●
個
人 

女
子
の
部

優　

勝  

市
川　

俊
子（
沼
田
東
）

準
優
勝  

星
野　

初
女（
片
品
）

三　

位  

長
嶋
み
つ
子（
沼
田
南
）

　

５
月
17
日
、
み
な
か
み

町
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
第
９
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
（
利
根
沼
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
共
催
）

が
開
か
れ
、
肌
寒
く
小
雨

の
ぱ
ら
つ
く
中
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
高
齢
者
は
な
ん
と
97
歳
の

男
性
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
も

50
人
以
上
出
る
な
ど
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き
た
一

日
で
し
た
。



2016年度のまとめ
組合員活動
⑴みなかみブロックでは定期的にブロック会

議を開催し、ブロック正副支部長会議の準
備を行いました。また、ブロック活動とし
て栃木保健医療生協「安蘇支部デイサービ
ス」の見学に 5 人、虹のブックレット「続・
社会保障を学ぶ」学習会に 25 人、運営委員
交流会に 36 人の参加がありました。南部ブ
ロックではきらめき祭で農産物を販売しま
した。

⑵月夜野東支部と須川支部が社会福祉協議会
との懇談を重ね、サロンを立ち上げました。
地域でのつながりや助け合いの輪を広げる
ため、「班会をひらきましょう」冊子を発行
しました。

⑶ 4 つの組合員ホールの活用がすすみました。
病院の健康プラザではラージボール卓球、
ダンス、ヨガ・ピラティス教室などの趣味・
サークル活動が定着してきました。

⑷理事・正副支部長研修会として、くらしの
助け合いをテーマに沼田市、みなかみ町社
会福祉協議会、コープぐんま「くらしのた
すけあいの会」、沼田市シルバー人材セン
ターの参加でシンポジウムを開催しました。

⑸組合員ふやしは 1,248 人・純増 659 人で目
標 1,200 人・純増 600 人を、班会開催では
サロンとの連携や合同班会の広がりにより、
1,168 回（実班会 885 回）で目標 1,000 回（実
班会 700 回）を達成しました。機関紙配布
者の純増は目標 20 人に対し 21 人でした。

「共に創るかかりやすい病院づくり」に関す
る意見・回答集を２月号「利根の保健」に
全戸折り込み、「きらめき増資」や「レイン
ボー増資」として多くの協力が寄せられま
した。しかし、出資金ふやしでは目標１億
2,000 万円・純増 7,500 万円・出資者割合
30％に対し１億 270 万 3 千円・純増 5,090
万７千円・出資者割合 20.5％でした。

⑹生協強化月間の地域訪問で寄せられた情報
をもとに、組合員台帳の整理がすすみまし
た。月夜野西支部では転居及び亡くなられ
た方の調査と名義変更・脱退手続きの案内
を行いました。

健康づくり活動
⑴「健康チャレンジ」と新たに幼児・小学生

を対象とした「キッズけんこうチャレンジ」
を企画しました。4 つの自治体（沼田市・
みなかみ町・川場村・昭和村）と２つの教
育委員会（沼田市・みなかみ町）から後援
をもらいました。健康チャレンジ・キッズ
けんこうチャレンジの配布数・提出数は、
以下のとおりでした。キッズけんこうチャ
レンジは、小学校でとりくみが広がり、終
了した小学校へ「手洗い教室」の案内をし
２月に利南東小学校１年生で手洗い検査器
を使って正しい手洗い方法を学ぶ企画が実
現できました。

健康チャレンジ 配布数 提出 提出率

一般・組合員 1500 枚 98 枚 6.5％

キッズけんこう
チャレンジ 配布数 提出 提出率

小学校  12校
幼稚園  1園
こども園1園
保育園  2園

2377 枚 1123 枚 47.2％

職員・職員家族 配布数 提出 提出率

健康チャレンジ 338 枚 172 枚 50.8％

キッズけんこう 124 枚 59 枚 47.5％

⑵ 5.31WHO 世界禁煙デーの啓発運動のとり
くみとして、病院・片品診療所・利根歯科
診療所・生協みなかみ歯科で禁煙チラシと
ポケットテッシュの配布を行いました。ま
た、来年度の５.31WHO 世界禁煙デーポス
ター募集を利根沼田、高山村の小・中学校
に呼びかけ 88 作品の応募があり、最優秀賞
に月夜野中学校 1 人、優秀賞・佳作に高山
中学校２人が入賞しました。

⑶「歯と口の健康週間」では、病院玄関でお
口のチェック・相談を 2 日間実施しました。

⑷あいうべ体操は、班会で４班がとりくみま
した。

⑸第 8 回グラウンド・ゴルフ大会が利根沼田
グラウンド・ゴルフ協会共催で健康チェッ
クサポーター、歯科職員の協力で、血圧
チェック、歯科チェックが行われました。

⑹「利根の保健」8 月号に特定健診・人間ドッ
クの特集を掲載し、利用結集をよびかけま
した。

⑺笑いヨガケア体操は班会や自治体のサロン
などで実施できました。

⑻すこしお生活のとりくみ
①ちょっとかけスプレーの普及では、販売目

標 100 本のところ 73 本販売できました。
②班会参加者のみそ汁塩分チェックでは 22

人、尿チェックは 173 人が受けました。
第 11 回 24 時間蓄尿塩分調査協力を呼び
かけ、組合員・職員のべ 87 人がとりくみ、
平均塩分量は 9.80 グラムでした。

③すこしお（減塩）レシピコンテストの開
催はできませんでした。

まちづくり活動
⑴まちづくりアンケートの集計結果を、支部

やブロックで共有しましたが、生協独自の
活動として、自治体や他団体との懇談にま
では至りませんでした。

⑵「つながりマップづくりリーダー養成講座」
を７月に開催し、51 人が参加しました。白
沢、須川、新巻、月夜野東の４支部でマッ
プづくりが開始され、利南、昭和東、昭和
南の 3 支部で準備がすすんでいます。

⑶子どもをめぐる問題について検討を始めま
したが、具体化するまでには至っていませ
ん。今後は、平和・社保委員会等と共同し
たとりくみが求められています。

⑷居場所づくりの課題では、月夜野東支部と
須川支部にいきいきサロンが新設され、15
か所以上の地域で、サロンと班会の共同開
催が行われています。

⑸あいあい PJ では、とね診療所の新築移転が
具体化され、建設工事が始まります。また、
社会福祉法人開設による特養建設準備も順
調にすすんでいます。

⑹例年通り、大気汚染調査は実施しましたが、
放射線測定と酸性雨測定については、実施

できませんでした。測定目的を再確認する
必要があります。

ボランティア活動
⑴中央での機関紙梱包作業の分散化について、

病院を拠点とする南部ブロックのなかで検
討が始まりました。

⑵ボランティア学校の事業所ごとの開催や、
担い手の育成は出来ませんでした。今後の
課題としました。

⑶ボランティア登録では、日常業務や行事等
に協力できるボランティアを確保するため
に「利根の保健」に掲載したことで 2 人確
保することが出来ました。また、各事業所
利用委員会にも協力をお願いしました。

⑷全ボランティア合同での交流会が、みなか
み町「遊神館」で有意義に開催することが
出来ました。学習会や研修会については行
うことができませんでした。

⑸コープぐんまの有償ボランティア活動につ
いて、コープぐんまの担当者と意見交換を
行うことが出来ました。しかし、生協とし
ての方向性をみつけるまでには至りません
でした。

人材の確保と育成
⑴初期研修医の班会参加は 2 回のみでしたが、

医学生は実習メニューの中に組み込まれた
班会やまちかど健康チェックに参加して医
療生協の活動を体験しました。

⑵医療講演・懇談会は総合診療科鈴木先生、
とね診療所小林先生を講師に開催し、多く
の質問が出され、関心の高さが伺えました。

⑶毎回好評を得ている医師の労をねぎらう「ふ
るまい会」を 2 回開催し人材確保委員と
医師との交流がはかれました。医局バーベ
キューに人材確保委員が参加し研修先を選
択中の 6 年生への働きかけは、決意者を生
む要因の一つになりました。

医局バーベキュー

⑷医療職紹介カードは書式や体裁を変更し、
配布しました。

⑸フェイスブックページを活用し研修医の日
常や研修イベントの宣伝にも活用しました。

2017年度の方針
組合員活動
⑴地域にある「おもい」をつなぎ「かたち」にし、

やりがいのある楽しい活動をすすめます。
⑵くらしの助け合い活動や他団体との連携を

すすめ、実践を持ち寄っての理事・正副支
部長研修会を開催します。

⑶ブロックや支部で高齢化の進行に伴うフレ
イルの学習を行い、予防にとりくみます。

⑷生協活動を豊かにし、利根中央診療所建設
を実現させるため、組合員ふやし 1,500 人

（純増 700 人）、出資金ふやし 1 億 2,000 万
円（純増 7,000 万円・出資者割合 30％）、
班会開催 1,500 回（実班会 1,000 回）、機
関紙配布者の純増 20 人を目標とします。あ
いあい PJ を中心に沼田東および沼田北支部
全戸訪問、「診療所建設増資」や「竣工記念
増資」の具体化をすすめます。

⑸５ヵ年計画（2013 ～ 2017 年）の仕上げと
して、以下の目標にとりくみます。
①支部担当制による病院特設窓口を開設し、
「組合員利用 100％デー」の再開と組合員
証のカード化を促進します。

② 1,000 人以上の支部は新治支部の教訓に
学び、支部分割の具体化に向けた相談を
行います。

③病院の健診センターと連携した健診班会、
サロンや老人会等と連携した班会を広げ
ます。

④所在確認通知の発行や支部・職員の協力
で不明組合員調査を実施し、組合員台帳
の整理をはかります。

健康づくり活動
⑴「つなぐつなげる」
　　より多くの自治体や教育委員会、学校、

他団体とのつながりをつくることをめざし
ます。生活習慣の見直しや介護予防に「健
康チャレンジ」「キッズけんこうチャレンジ」
への多くの地域住民の参加をさらに呼びか
けます。

⑵「禁煙」
　　たばこの害のない社会をめざし、世界禁

煙デーのポスターコンクールへの参加を広
く呼びかけ、禁煙の啓発と世論喚起を行い
ます。

⑶「組合員交流」
　　グラウンド・ゴルフ大会やハイキング

ウォーキングなどの企画で組合員同士の交
流と健康増進をすすめます。

⑷「健康寿命の延伸」
　　認知症予防のための脳いきいき班会や笑

いヨガ、あいうべ体操を班会やいろいろな
イベントで広め、健康寿命延伸にとりくみ
ます。

⑸「減塩」「すこしお」体験などの学ぶ企画で、
「すこしお」の普及にとりくみます。

まちづくり活動
⑴地域での「困った」を解決していきます。

①事業所との連携で、「困った」に応えられ
るしくみづくりをすすめ、助け合いの活
動を広げます。

②すべての支部でつながりマップが作成で
きるよう、進んだ支部のとりくみを広げ
ていく機会を設け、つながりづくりをす
すめます。

③高齢者だけでなく、多世代交流型の居場
所づくりを広げていきます。

⑵地域での連携を広げ、安心安全のまちづく
りをすすめます。
①支部やブロックで自治体との懇談をすす

め、見守り協定の締結などにとりくみま
す。

②コープぐんまや社会福祉協議会など、地
域の他団体との連携をさらにすすめ、安
心してくらし続けられるまちづくりにと
りくんでいきます。

③貧困問題などについては、平和・社保委
員会やボランティア委員会などとも共同
してとりくみます。

④防災や減災の視点から、災害に強いまち
づくりをすすめていきます。

⑶大気汚染調査の実施、放射線測定の定点で
の継続など、環境問題にもとりくんでいき
ます。

ボランティア活動
⑴病院を拠点とする南部ブロックでの議論を

重ね、機関紙梱包作業を軌道に乗せられる
よう体制づくりを行います。

⑵ボランティアの担い手育成のために、ボラ
ンティア学校を開催します。

⑶ボランティアの楽しさを広めながらボラン
ティア登録制度をすすめます。

⑷冬季に交流会、夏季に学習会・研修会など
をボランティア合同でも開催できるよう計
画します。

⑸コープぐんまと意見交換の場を持ちながら、
有償ボランティア活動を共有できるように
すすめます。

人材の確保と育成
⑴医師、医学生が班会やまちかど健康チェッ

ク等に参加できるよう働きかけます。これ
らを通じて組合員と関わる中で、活動に共
感する職員の確保と養成をすすめます。

⑵医療講演・懇談会の年間２回以上の開催を
具体化します。組合員をはじめ参加者「学
ぶ場」として、多くの参加が得られるよう
に内容を検討します。

⑶医師の労をねぎらう「ふるまい会」は、年
間３回以上開催し、医師と組合員との交流
の場をつくります。初期研修のマッチング
のために実習に訪れる医学生への働きかけ
の場として、医局のバーベキューへの組合
員参加にもとりくみます。

⑷組合員・職員からの情報収集のためのツー
ルとして、医療職紹介カードを活用します。
また、ホームページやフェイスブック、ブ
ログなどを活用して、研修の様子や医療活
動等の当院の魅力を発信し、医師獲得につ
なげます。

平和・社会保障活動

2016年度のまとめ
①戦争させない利根沼田実行委員会に加盟

し、憲法を守り、安全保障関連法（戦争法）
の廃止を求める運動にとりくみました。「9
の日行動」は継続して 24 回になりました。

②社保協と連携し 6 つの自治体と、医療・介
護の問題で懇談しました。2 日間でのべ 90
人が参加しました。さらに、今後すすめら
れる総合事業についても相互協力しあう相
談ができました。

③原水爆禁止世界大会には、代表 3 人が参加、
国民平和大行進には若手を中心に多数の職
員と組合員が参加しました。実行委員会主
催の「平和のための戦争展」を病院の生協
ルームと２階展示コーナーにて開催できま

した。
④「戦争体験記Ⅰ」の普及がすすみ、11 月

18 日の「15 歳の夏」上映にあわせて「戦
争体験記Ⅱ」を発行することができました。

⑤原発ゼロをめざす署名活動にとりくみまし
た。被災者支援として現地に赴くとりくみ
はできませんでしたが、平和社保総合カン
パについては引き続き呼びかけました。

⑥群馬県高齢者運動連絡会総会が利根中央病
院を会場におこなわれ、17 人が参加しま
した。日本高齢者大会にも積極的に参加し
ました。

⑦他団体と合同の平和活動報告会を社保学校
として開催しました。また、生協単独で映
画「15 歳の夏」の上映を行い、チケット
656 枚を普及できました。「若い世代に伝
え、つなげることの大切さ」「戦争はあっ

てはならない」などたくさんの感想が寄せ
られました。

2017年度の方針
①憲法施行後 70 年の節目の年。憲法を尊重

し平和と安全を守り、安全保障関連法（戦
争法）の廃止を求める運動を引き続き行い
ます。

②他団体と連携した「９の日行動」を継続し
ます。

③県社保協や生協まちづくり委員会とも連携
し、自治体や社協などと懇談・つながりを
深め、安心して住み続けられる地域づくり
をすすめます。

④原水爆禁止世界大会や国民平和大行進、「平
和のための戦争展」など、平和を守る活動
に様々な団体と協力して運動をすすめま
す。

⑤「戦争体験記Ⅰ・Ⅱ」の普及、戦争体験談を記録
するなど、戦争体験を次世代につなげるとりくみ
をすすめます。

⑥群馬県高齢期運動連絡会や日本高齢者大会に多く
の参加者を組織し、高齢期運動を広げます。

⑦学習はもちろん、様々な活動を知らせる機会とし
て「社保学校」を行います。支部単位、ブロック
単位での開催も広げます。

手洗い教室

つながりマップづくりリーダー養成講座

2017年度の方針
＜利根中央病院＞
スローガン：「かかりやすい外来。
　　　　　　　 　断らない入院。
　　　　　　　　　　　 選ばれる病院。」
①初期・後期研修医を全職員でサポートし、

総合力で医師確保をすすめます。
②資格取得支援や労働環境整備などを通して
“職員のやる気、やりがい”を引き出し、個々
の能力とマンパワーを最大限活かして経営
を黒字にします。

③高度急性期から回復期まで対応できる当院
の特徴と、法人内事業所の機能連携を生か
し、在宅までの連続したサービス強化を患
者目線ですすめます。

④健康活動推進拠点病院（HPH）として予防
医療、健康づくり活動、健康の社会的決定
要因（SDH）を重視した活動を旺盛にとり
くみます。

⑤医療の質と業務の見える化をはかり、業務
の効率化と質の向上を推進します。

⑥医療福祉生協の強みである組合員の力を活
かし、地域に出る活動や住民の声を聞く活
動に積極的に参加し、求められる医療を二
人三脚でかたちにします。

⑦地域包括ケアと新たな医療介護構想を展望
した「新 3 ヵ年計画」を策定します。

＜利根歯科診療所＞
①経営基盤を確立し組合員の財産を守り発展

させます。
②安心・安全・信頼の歯科医療の追求を行い

ます。患者に納得、満足いく歯科治療の追
求を行います。

③「医療福祉生協の人づくり」を基本として
教育活動に力を入れていきます。

④日本国憲法の理念にのっとって社会保障制
度の充実を図り組合員の人権を守るとりく
みを強めます。

⑤臨床研修施設として単独型１名、管理型 1
名、協力型１名の受け入れを行います。臨
床研修施設としての学習会の充実を図りま
す。

⑥組合員の健康を守り生協の基盤強化のため
に組織活動の充実に努めます。

⑦院所利用委員会の充実を図り生協の歯科と
して地域での役割を果たします。

⑧利根中央病院での連携の強化の中で幅広い
活動を行います。

⑨在総センター、新設する利根中央診療所と
の連携を図ります。

　歯科の外来に通院しにくくかかりつらく
なった方へのシームレスな歯科医療の追求
を行います。

⑩「食べるを支援できる歯科診療所」をめざ
します。

＜片品診療所＞
①片品村地域の地域包括ケアの担い手として

多くの事業所とさらに連携を図り、医療、
介護、福祉の各分野で地域住民の要求に応
えます。

②訪問診療、訪問看護などの在宅医療、居宅
介護支援などの介護事業に引き続き積極的
にとりくみ、生活の場での患者サービスに
努めます。

③医科と歯科の連携を引き続き強化して、睡
眠時無呼吸症候群など関連する疾患の治療
にとりくみます。

④通院支援、火曜夕方の延長診療、第 1 土曜
の整形外科外来を継続して、よりかかりや
すく患者様の要望に応える診療所をめざし
ます。

⑤職員の連携や患者家族からの情報収集など
を意識して、フレイル（＊）の段階にある
ような患者様の発見や認識に努めます。

⑥利用委員会や片品支部運営委員会など生協
組合員の力に依拠して生協強化月間などに
とりくみます。また組合員訪問等行う際に、
地域の組合員さんの状況を把握し、総合事
業、生活支援、住民による助け合いのとり
くみにつなげます。

　 （＊）フレイル：年齢に伴って筋力や心身

の活力が低下した状態をいいます。
高齢者の多くは、“フレイル”の段
階を経て、要介護状態になります。
食事、運動、社会活動での対処が大
切です。

＜生協みなかみ歯科＞
①経営黒字を常態化し、組合員の財産を守り

発展させます。
②無料低額診療事業を開始します。
③「保険で良い歯科治療」へのとりくみとし

て、歯科技工用 CAD/CAM（＊）の導入
をします。これにより保険対応で白い歯が
作れる範囲が広がります。

　 （＊）CAD/CAM：コンピュータを利用し，
設計・生産を一貫して行う技法

④組合員の健康を守り、利根保健生協の基盤
強化のために組織活動の充実を継続しま
す。

＜とね在宅総合センター＞
①常に利用者の立場に立ち、安心、安全なサー

ビスを提供できるよう、引き続き、質の向
上と接遇改善にとりくみます。

②地域連携・事業所間連携により在宅総合セ
ンター全体での黒字を実現します。

　 （在宅復帰強化型老健の取得、通所リハビ
リの利用者増、増員による訪問看護件数
増等）

③準備を万端に整え、とね診療所を利根中央
診療所 ( 訪問看護ステーション、居宅介護
支援事業所併設 ) として新築移転します。

④地域の分析を行い、フレイル対策や総合事
業を念頭に「診療所移転後の活用」や「新
規事業」についての検討を行い具体化しま
す。

⑤事業展開に向けて雇用の確保と育成に努め
ます。

保健組織活動

一人は万人のために 万人は一人のために

フレイルチェックをしましょう。□ 1 年間で 4 ～ 5㌔の体重減少　□疲れやすくなった　□筋力の低下　□歩行スピードの低下　□身体活動の低下
1 つでもチェックがあればフレイル予防が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

（３） 第573号2017年６月１日（毎月1回1日発行） 利 根 の 保 健

フレイルとは高齢期に生理的予備能が低下することでストレスに対する抵抗力が弱くなる状態です。　　　　　　 　
筋力の低下により転倒しやすくなるなどの身体的問題や、認知機能障害や経済的困難などの社会的問題も生じます。

（２）第573号2017年６月１日（毎月1回1日発行）

①すべての事業所が一丸となり、予算
を達成し財務強化を図ります。
②特別養護老人ホーム建設成功に向け
て、社会福祉法人「とね虹の会」の
取り組みを支援します。
③旧病院跡地周辺を中心に、地域の住
民が利用しやすい「まちづくり計画」
を推進します。
④利根中央診療所を在宅医療の中心と
して位置づけ、高齢者にやさしい診
療所として機能させます。
⑤社会保障制度充実の取り組みを強
め、高齢者を守り、貧困を支える環
境づくりをすすめます。

2017年度 スローガン（案）2016年度のまとめと2017年度活動方針（案）

利根中央診療所建設工事（杭打ち）

2016年度のまとめ
法 人 全 体 の 事 業 収 益 は 76 億

634 万円（予算比 97.0％、前年比
107.0％）、事業原価・費用合計 81
億 2,262 万円（予算比 99.5％、前年
比 105.0％）で、新病院 2 年目の今
期は減価償却費の負担も大きく、経
常剰余金は▲ 5 億 3,275 万円となり
ました。

事業所別では、利根中央病院、利
根歯科診療所、とね訪問看護ステー
ション、とね診療所、とねホームヘ
ルパーステーション、片品診療所居
宅介護支援事業所、生協みなかみ歯
科の収益が前年を超えました。

財務の状況は、大きな設備投資は
なく、減価償却や 6 月に予定されて
いる社会福祉法人への寄付に関する
損金計上により総資産は 10 億 2,024

万円減少し、110 億 5,955 万円、純
資産は▲ 2 億 3,742 万円となりまし
た。組合員出資金は 5,090 万円増加
し、15 億 7,253 万円です。財務状況
の早期改善のため、2017 年度以降も、
出資金と剰余金の確保をすすめます。

2017年度の方針
「つながる」「つなげる」をキーワー

ドとします。国がすすめる地域包括
ケアシステムに対して、「つながる」

「つなげる」を広げ、事業と運動で地
域の要望をかたちにして、利根保健
生協らしい地域包括ケアシステムづ
くりをさらに推し進めます。

2013 年から開始した 5 カ年計画
は新病院建設など、たくさんの成果
を残して 2017 年度で終了となりま
す。2017 年度は 5 カ年の振り返り
と総括を行い、新たな 3 カ年計画の
策定を行います。

経営活動
支部名 班　　名 班長・代表名 人数 班 会 内 容
沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 4 すこしお運動

上原町 6-2 村田　定蔵 4 すこしお運動
材木町 11-3 小林永久子 4 AEDの使い方
材木町 1 小野　のぶ 3 お花見・茶話会
材木町２ 大谷　好子 3 お花見・茶話会
健康班 清水　武子 3 体操・替え歌
健康班 染谷はるい 4 体操・替え歌

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 5 大腸がんの話
沼田北 いこい句会 永井　達郎 4 俳句会
利根北 平川合同 井上　裕次 152 グラウンド・ゴルフ班会（計24回）

老神合同 金子　　武 14 グラウンド・ゴルフ班会（計3回）
高戸谷合同 加藤　眞喜 4 グラウンド・ゴルフ班会（計1回）
追貝合同 小林　喜市 5 グラウンド・ゴルフ班会（計1回）
大原合同 金子　好男 17 健康体操（計 4回）

片　品 菅沼１ 星野　完夫 6 認知症の予防法
菅沼２ 星野　時夫 6 認知症の予防法

川　場 中野合同 宮田　正子 4 皮膚の病気について
生品合同 櫛渕トヨ子 11 血管の話

利　南 上久屋馬場 織田澤はま子 4 薬の飲み合わせについて
上沼須合同 林　　マツ 6 骨粗しょう症について

白　沢 尾合合同 角田　梅子 7 脳いきいき体操
昭和南 川額入原上１ 板橋きみ枝 4 筋トレ・唄・体操

川額入原上２ 高橋　マキ 4 筋トレ・唄・体操
川額入原中２ 堤　　栄子 4 筋トレ・唄・体操
川額入原下１ 堀沢　雅子 4 筋トレ・唄・体操
川額入原下２ 堤　　モリ 4 筋トレ・唄・体操
スマイルクラブ 大塚　直子 13 スローエアロビ・体組成チェック

薄　根 井土上町合同 1 久枝　　允 5 みたらし団子作り
井土上町合同 2 望月あさ子 4 みたらし団子作り
井土上町合同 3 野村　利治 4 みたらし団子作り
井土上町合同 1 久枝　　允 4 健康グラウンド・ゴルフ班会
井土上町合同 2 望月あさ子 3 健康グラウンド・ゴルフ班会
井土上町合同 3 野村　利治 3 健康グラウンド・ゴルフ班会
硯田町上 佐藤　生一 4 北国の春・ズンドコ体操
硯田町下 金子　幸子 3 北国の春・ズンドコ体操
白岩町合同 田村　大吉 3 北国の春・ズンドコ体操

川　田 みんなで健康班会 岡野　行男 3 花粉症について
みんなで健康班会 岡野　行男 5 糖尿病について
下川田町宮塚合同 深津　文子 3 皮膚炎について

高　山 健康教室 山口　久男 22 腰痛・睡眠について
月夜野東 政所合同 中村　秀夫 5 薬の飲み合わせと副作用

政所合同 江口　健己 4 薬の飲み合わせと副作用
真庭合同 真庭　利治 5 薬の飲み合わせと副作用
後閑上・下入合同 渋谷　典子 6 レインボー体操
後閑合同 深津ハルイ 7 ゲートボール・お花見
下牧原の中 山田八重子 6 冷え症の話
虹の会 木村かよ子 15 絵手紙教室（2回）
つきよのいきいきサロン 広橋　絹代 12 折り紙・歌

月夜野西 月夜野町組合同 長濱　水郎 5 破傷風について
月夜野町組合同 林　　友好 5 破傷風について
月夜野橋上合同 石田千恵子 4 歯の話・笑いヨガ
月夜野橋下合同 岡田　完二 4 歯の話・笑いヨガ

水　上 藤原明川・分譲地合同１ 中村　茂子 4 お花見
藤原明川・分譲地合同２ 朝倉　　薫 4 お花見

猿ヶ京 猿ヶ京合同 高橋よね子 12 大きな声を出そう
猿ヶ京合同 都丸　君子 13 大きな声を出そう

須　川 須川須川２ 竹田つや子 4 セラバンド体操
須川須川４ 細川　芳江 4 セラバンド体操
須川十二河原 富沢カヅエ 6 脳トレ

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 21 ラジオ体操・脳いきいき体操（3回）
病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 15 健康ダイエット
総　計 93 班 550 人

４月班会開催一覧

高校生看護体験

医療・介護・福祉活動

平和のための戦争展

6月まちかど健康チェック開催予定
支部名 日　時 会　場
昭和東・南 3日 13:00 ～ 15:00 昭和の湯
利　南 6日 10:00 ～ 11:30 すーぱーこいけ横塚店
高　山 26日 17:00 ～ 19:00 高山温泉 ふれあいプラザ
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▼
４
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
90
人
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

よ
うこそ

新
し
い
仲
間

４
月
の
新
加
入
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つきよのいきいきサロン
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2017. ６月号
　

昨
年
は
要
介
護
者
の
お
口
の
フ
レ
イ
ル（
※
）と
そ
の
ケ

ア
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
の
対
策

は
重
症
化
し
た
方
々
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
健
康
な
う

ち
か
ら
起
き
て
い
る
さ
さ
い
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
事
が

大
切
で
す
。
今
回
は
「
舌
の
働
き
と
鼻
呼
吸
」
の
関
わ
り

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
口
の
健
康
体
操
に
活
か
し
て
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　

※
フ
レ
イ
ル
：
加

齢
と
と
も
に
筋
力
や
気
力
が
低
下
し
、
虚
弱
に
な
る
こ
と

呼
吸
を
整
え
る
舌
の
力

口
が
病
の
入
り
口
に

ど
こ
で
も
誰
で
も
健
康
体
操

　

い
ま
皆
さ
ん
の
お
口
の
な
か
で

舌
の
先
は
図
１
で
示
し
た
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
？　

正
解
は
図
の
右

で
示
し
た
位
置
で
、
舌
の
動
き
で

例
え
る
と
舌
打
ち
を
す
る
時
に
最

初
に
触
れ
る
位
置
で
す
。
口
の
中

で
大
き
な
容
量
を
占
め
る
舌
は
筋

肉
の
か
た
ま
り
で
す
。
舌
に
は
咀

嚼
・
味
わ
い
・
飲
み
込
み
・
発

音
・
表
情
と
、
実
に
様
々
な
役
割

が
あ
り
ま
す
が
、「
鼻
呼
吸
」
を

支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
で
も
あ

る
の
で
す
。

　

舌
が
適
切
な
位
置
に
あ
る
と
、

く
ち
び
る
は
自
然
な
状
態
で
閉

じ
、
舌
は
上
あ
ご
に
ぴ
っ
た
り
と

く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。
舌
は
血
流

が
さ
か
ん
で
非
常
に
温
か
く
、
そ

の
温
度
で
上
あ
ご
か
ら
鼻
腔
を
温

め
て
い
る
の
で
す
。
寒
い
季
節
に

口
か
ら
外
気
を
吸
い
込
む
と
、
冷

気
で
む
せ
て
し
ま
っ
た
な
ん
て
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

鼻
か
ら

呼
吸
す
る
と
外
気
が
零
下
で
も
空

気
が
の
ど
を
通
る
時
に
は
約
三
十

度
ま
で
温
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
鼻
腔
で
は
鼻
汁
が
な

ん
と
１
日
１
リ
ッ
ト
ル
も
分
泌
さ

れ
て
い
て
、
こ
こ
を
空
気
が
通
る

こ
と
で
加
湿
ま
で
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。（
図
２
）

　

呼
吸
が
舌
に
よ
っ
て
整
う
と
、

ど
ん
な
に
高
価
な
マ
ス
ク
で
も
適

わ
な
い
こ
の
高
機
能
な
加
温
と
加

湿
の
鼻
呼
吸
シ
ス
テ
ム
が
細
菌
・

ウ
イ
ル
ス
・
乾
燥
か
ら
皆
さ
ん
の

体
を
守
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

逆
に
図
１
の
左
に
あ
る
よ
う
に

舌
が
下
が
っ
て
い
る
状
態
で
舌
の

力
を
だ
ら
り
と
抜
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。
だ
ん
だ
ん
舌
の
重
さ
に
耐

え
き
れ
ず
に
口
を
閉
じ
て
い
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
ね
。
こ
の
「
低
位

舌
」
の
状
態
か
ら
さ
ら
に
お
口
が

ポ
カ
ン
と
開
い
て
い
る
の
が
常
に

な
る
と
口
呼
吸
に
な
っ
て
し
ま
い
、

本
来
体
が
も
つ
呼
吸
の
た
め
の

「
防
御
機
構
」=

鼻
呼
吸
が
崩
れ

て
口
は
カ
ラ
カ
ラ
に
な
り
「
病
の

入
り
口
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
口
の
潤
い
は
菌
や
乾
燥
に
対

抗
す
る
大
切
な
守
り
の
要
で
す
。

口
を
潤
す
唾
液
は
菌
や
汚
れ
を
流

す
だ
け
で
な
く
、
免
疫
機
能
も
備

え
て
い
て
日
々
静
か
に
戦
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
で
も
特

に
重
要
な
の
が
保
湿
な
の
は
そ
の

た
め
で
す
。
ま
た
、
鼻
呼
吸
の
方

が
口
呼
吸
よ
り
も
全
身
へ
血
液
と

酸
素
を
し
っ
か
り
行
き
渡
ら
せ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
口
で

す
る
呼
吸
は
一
見
す
る
と
楽
で
す

が
呼
吸
は
速
く
浅
く
な
り
、
循
環

も
悪
く
な
り
ま
す
。
血
液
が
十
分

な
酸
素
を
届
け
ら
れ
ず
に
代
謝
も

悪
く
な
り
、
全
身
の
免
疫
機
能
も

落
ち
て
き
ま
す
。

　

口
の
ゆ
る
み
が
体
の
代
謝
や
免

疫
機
能
も
ゆ
る
め
さ
せ
、
結
果
と

し
て
病
気
を
招
き
や
す
く
な
る
理

由
で
す
。

の
ま
わ
り
を
中
か
ら
の
ば
す
体
操

で
す
。
口
元
の
し
わ
対
策
に
も
有

効
で
す
か
ら
美
容
面
を
気
に
す
る

方
に
も
う
っ
て
つ
け
で
す
。
美
人

は
鼻
呼
吸
か
ら
。
舌
と
顔
の
筋
肉

を
た
く
さ
ん
動
か
し
て
、
健
康
も

美
容
も
高
め
ま
し
ょ
う
！

　

さ
ら
に
楽
し
く
お
い
し
く
、
仲

間
を
作
っ
て
口
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
す
る
た
め
に
利
根
歯
科
で
は

「
オ
ラ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

と
「
オ
ー
ラ
ル
」
を
合
わ
せ
た
造

語
で
石
巻
市
雄
勝
の
歯
科
医
師
・

河
瀬
総
一
郎
先
生
が
考
案
し
た
、

口
の
周
り
の
筋
肉
と
食
べ
物
を
使

っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

（
写
真
２
）

　

パ
イ
ン
ア
メ
（
中
心
に
穴
が
開

い
た
フ
エ
ラ
ム
ネ
な
ど
で
も
よ

い
）
に
タ
コ
糸
を
通
し
て
、
歯
を

使
わ
ず
に
く
ち
び
る
の
力
で
相
手

と
綱
引
き
を
す
る
「
パ
イ
ン
ア
メ

綱
引
き
」
や
、
鼻
の
下
に
小
さ
く

切
っ
た
海
苔
を
貼
っ
て
舌
を
伸
ば

し
て
海
苔
を
は
が
す
速
さ
を
競
う

「
カ
ト
ち
ゃ
ん
ペ
ロ
ッ
」
な
ど
、

考
案
し
て
い
ま
す
。
こ
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
さ
は
毎
日
の
健

康
体
操
で
鍛
え
た
舌
と
口
の
ち
か

ら
の
見
せ
ど
こ
ろ
な
の
と
、
競
技

の
た
び
に
笑
い
（
ほ
と
ん
ど
爆

笑
）
が
つ
き
も
の
な
の
で
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
班
や
支
部
で
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

利
根
歯
科
診
療
所
が
全
国
の
医

療
生
協
と
協
同
し
て
「
あ
い
う
べ

体
操
」
を
広
め
始
め
て
約
四
年
が

経
ち
ま
す
。
も
う
や
っ
て
い
る
よ
、

と
い
う
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
舌
を
正
し
い
位
置
に

引
き
上
げ
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め

に
色
ん
な
体
操
が
あ
り
ま
す
。
写

真
１
は
舌
の
筋
肉
を
動
か
し
て
口

こども歯の保健教室

日　時  7月８日（土）
  利根歯科診療所　
　受付13時20分～ 集まり次第開始
  生協みなかみ歯科
　14時～15時30分予定  受付13時30分～
持ち物  歯ブラシ（利根歯科診療所のみ）
参加費  500円 お土産あります
申込先  各職場へ申込を！
  利根歯科診療所　 電話24-9418
  生協みなかみ歯科 電話25-3399
申込締切  6月30日 【図１】

鼻で呼吸すると…

【図２】

【写真 1】●舌の体操第16回 医療講演＆懇談会

花
植
え

草
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集

【
日
時
】
６
月
19
日（
月
）

　

９
時
～
10
時
30
分 

予
定

【
会
場
】
利
根
中
央
病
院

　
　
　
　

玄
関
前

＊
鎌
や
ス
コ
ッ
プ
な

　

ど
持
参
で
き
る
方

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

暑
さ
対
策
も
お
忘

　

れ
な
く
。
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【写真 2】

【日時】6/17(土)  10時～11時
【会場】利根中央病院 2階 研修室
【内容】「高齢者に多い眼科疾患」
　～白内障・緑内障・加齢黄斑変性について～
【講師】利根中央病院
　　　   眼科医長  高橋 宙

ひろし

 先生
参加自由ですので、皆さまお誘いあわせの上、お越しください。

①鼻毛や線
せんもう

毛で、細
　菌やウイルスなど
　の異物をろ過。

②扁
へんとう

桃リンパ組織が
　さらに異物を防御。

③鼻の中で温められ
　加湿された空気が
　肺に入る。

①唇を閉じたまま、上の歯と唇の間
　で舌を左右にゆっくり滑らせる。
　これを１回として10回行い、下の
　歯も同様に行う。

②左のほおの内側に舌をグーッと数
　秒間押しつける。同様に、右のほ
　おの内側も行う。左右を１回とし
　て20回行う。

【
訂
正
】
５
月
号
「
利
根
の
保
健
」
に
掲
載
し
た
２
０
１
７
年
度

　
　
　
　

特
定
健
診
の
お
知
ら
せ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
〈
期
間
〉
み
な
か
み
町　

６
月
１
日
～
12
月
29
日

早期からフレイルを予防することで健康寿命を延ばすことができます。予防として、たっぷり歩く（身体活動）、
しっかり噛んでしっかり食べる（栄養）、家に閉じこもらない（社会参加）の 3 つの柱を意識しましょう。


